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戦
争
法
の
一
つ
、
改
定
Ｐ

Ｋ
Ｏ
（
国
連
平
和
維
持
活

動
）
協
力
法
に
よ
っ
て
、
戦

乱
が
続
い
て
い
る
地
域
で
の

「
安
全
確
保
業
務
」
や
「
駆

け
付
け
警
護
」
な
ど
の
活
動

が
可
能
と
な
る
。

　

重
大
な
問
題
点
は
、
①

「
国
連
が
統
括
し
な
い
人
道

復
興
支
援
活
動
や
安
全
確
保

活
動
等
」に
自
衛
隊
が
参
加
、

②
「
安
全
確
保
業
務（
治
安

維
持
活
動
）」
と
「
駆
け
付

け
警
護
」
の
２
業
務
を
拡

大
、
③
武
器
使
用
基
準
を
拡

大
し
、
任
務
遂
行
型
の
武
器

使
用
を
認
め
た
―
こ
と
だ
。

　

「
安
全
確
保
業
務
」
は
、

重
要
施
設
の
警
護
、
検
問
所

を
設
置
し
て
の
検
査
、
街
路

の
巡
回
、
家
宅
捜
索
な
ど
、

ど
れ
も
狙
撃
対
象
や
検
問
所

攻
撃
、
自
爆
テ
ロ
の
標
的
に

な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
業
務
で
の
武
器

使
用
が
許
さ
れ
れ
ば
、
地
元

住
民
に
発
砲
し
、
敵
対
関
係

に
陥
る
危
険
も
高
ま
る
。
自

衛
隊
員
が
「
殺
さ
れ
る
」
危

険
と
と
も
に
、
現
地
の
住
民

を
「
殺
し
て
し
ま
う
」
危
険

も
増
す
。

　

す
で
に
自
衛
隊
は
、
南
ス

ー
ダ
ン
に
Ｐ
Ｋ
Ｏ
部
隊
３
５

０
人
を
派
遣
し
て
い
る
。
安

倍
首
相
は
、
こ
の
部
隊
に

「
駆
け
付
け
警
護
」
な
ど
任

務
拡
大
を
「
検
討
し
て
い

る
」
と
明
言
し
て
い
る
。

「
駆
け
付
け
警
護
」
は
、
他

国
部
隊
Ｎ
Ｇ
Ｏ
職
員
な
ど
が

攻
撃
さ
れ
た
際
に
、
自
衛
隊

が
駆
け
付
け
て
「
警
護
」
に

あ
た
る
作
戦
だ
。
防
衛
省
内

部
文
書
の
中
で
、「
駆
け
付

け
警
護
」
の
一
例
と
し
て
あ

げ
て
い
る
の
が
、「
人
質
救

出
」
作
戦
だ
。
人
質
を
と
っ

た
武
装
集
団
が
た
て
こ
も
る

建
物
に
、
特
殊
部
隊
が
突
入

し
、
交
戦
す
る
こ
と
を
前
提

と
し
た
「
殺
し
殺
さ
れ
る
」

軍
事
作
戦
そ
の
も
の
だ
。

 

（
つ
づ
く
）

「
診
療
報
酬
引
き
上
げ
を
求

め
る
」
会
員
署
名
は
１
１
８

筆
（
同
26
・
５
％
）、「
ゼ
ロ

税
率
を
求
め
、
消
費
税
増
税

中
止
を
求
め
る
」
会
員
署
名

は
１
１
３
筆
（
同
25
・
３

％
）
で
、
い
ず
れ
も
協
会
地

区
内
で
は
最
も
高
い
協
力
率

と
な
っ
た
こ
と
を
報
告
し

た
。

　

総
会
後
は
、
新
点
数
説
明

会
を
開
き
、
講
師
を
吉
田
裕

志
氏
と
近
藤
正
氏
が
務
め
、

１
３
４
人
が
参
加
し
た
。

日時　５月21日（土）　午後５時～７時　　会場　Ｍ＆Ｄホール
議案　①2015年度決算案　②2015年度収支差額処理案
　　　③2016年度予算案
※ 評議員各位はご出席くださいますようお願いします。評議員会
後に懇親会開催します。

　

北
大
阪
地
区
は
総
会
を
３

月
26
日
、
千
里
ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
（
吹

田
市
）
で
開
い
た
。
地
区
責

任
者
の
平
川
光
彦
氏
が
15
年

度
の
活
動
に
つ
い
て
、
協
会

で
取
り
組
ん
だ
「
保
険
で
良

い
歯
科
」
署
名
は
、
１
２
４

４
筆
（
協
力
率
10
・
１
％
）、

　

三
島
地
区
は
総
会
を
３
月

５
日
、
高
槻
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
（
高
槻
市
）
で
開

催
。
15
年
度
の
活
動
で
は
、

会
員
の
興
味
・
関
心
が
高
い

分
野
で
開
催
す
る
こ
と
に
努

め
、
在
宅
療
養
支
援
歯
科
診

療
所
の
施
設
基
準
の
研
修
会

を
開
催
し
、
修
了
証
を
発
行

し
た
こ
と
や
、「
保
険
で
良

い
歯
科
」
署
名
で
は
、
高
齢

者
施
設
な
ど
に
も
呼
び
か

け
、
広
が
り
が
み
ら
れ
た
こ

と
を
報
告
し
た
。

　

総
会
後
は
、「
臨
床
で
活

か
せ
る
、
摂
食
・
嚥
下
障
害

の
実
際
」
を
テ
ー
マ
に
、
藤

田
義
典
氏
（
豊
中
市
開
業
）

が
講
演
し
た
。

　

４
月
３
日
に
は
新
点
数
説

明
会
を
開
き
36
人
が
参
加
。

吉
田
裕
志
氏
、
近
藤
正
氏
が

講
師
を
務
め
た
。

ど
、
市
内
４
地
区
合
同
で
都

構
想
反
対
運
動
を
展
開
し
、

都
構
想
を
否
決
さ
せ
る
成
果

を
得
た
こ
と
や
、
11
月
の
大

阪
ダ
ブ
ル
選
挙
で
は
、
維
新

政
治
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
栗

原
氏
・
柳
本
氏
を

支
援
し
た
こ
と
を

報
告
し
た
。

　

総
会
後
、
東
部

地
区
と
合
同
で
新

点
数
説
明
会
を
開

き
、
安
積
中
氏
と

小
山
賢
一
氏
が
講

師
を
務
め
、
１
０

０
人
が
参
加
し

た
。

　

大
阪
市
東
部
地
区
は
総
会

を
３
月
26
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー

ル
（
大
阪
市
）
で
開
い
た
。

15
年
度
の
活
動
で
は
、
５
月

の
住
民
投
票
に
向
け
、
都
構

想
学
習
会
を
開
催
す
る
な

　

大
阪
市
北
部
地
区
は
15
年

度
総
会
を
３
月
26
日
、
保
険

医
協
同
組
合
会
館
（
大
阪

市
）
で
開
い
た
。
15
年
度
の

活
動
で
は
、
大
阪
市
と
の
協

議
を
市
内
４
地
区
合
同
で
取

り
組
み
、
大
阪
市
の
生
活
保

護
指
定
医
療
機
関
へ
の
指
導

問
題
で
、
▽
被
指
導
者
か
ら

問
い
合
わ
せ
に
対
し
選
定
理

由
を
明
ら
か
に
す
る
、
▽
指

導
場
所
を
医
療
機
関
以
外
の

場
所
へ
の
変
更
に
応
じ
る
▽

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の

駆
け
付
け
警
護
で
交
戦

20002000万署名万署名でで

戦争法戦争法
廃止廃止へへ❼❼

第52回通常評議員会

PKO協力法はこう変わる

＋

これまでこれまで
•国連主導の人道・復興支援•国連主導の人道・復興支援
• 自分や近くにいる人の身を• 自分や近くにいる人の身を
守るための武器使用守るための武器使用

新たにできるようになること新たにできるようになること
• 国連が直接関与しない平和• 国連が直接関与しない平和
維持などの活動にも参加可維持などの活動にも参加可
能に能に

• 住民を守る治安維持活動• 住民を守る治安維持活動
• 離れた場所に駆けつけて他• 離れた場所に駆けつけて他
国軍や民間人を警護国軍や民間人を警護

• 任務を遂行するための武器• 任務を遂行するための武器
使用使用

新点数説明会参加者＝３月26日、
大阪市　　　　　　　　　　　　

各地区で総会、新点数説明会
　

協
会
の
各
地
区
は
３
月
５
日
か
ら
４
月
15
日
に
か
け
て

総
会
を
開
い
た
。
２
０
１
５
年
度
活
動
報
告
や
２
０
１
６

年
度
の
活
動
方
針
・
予
算
な
ど
の
議
案
を
承
認
し
た
。
総

会
後
に
は
、
記
念
講
演
や
新
点
数
説
明
会
を
開
い
た
。
３

月
26
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
、５
地
区
の
総
会
を
紹
介
す
る
。

わが街 わが地区わが街 わが地区

講
演
す
る
藤
田
氏
＝
３
月

５
日
、
高
槻
市　
　
　
　

め
る
運
動
を
推
進
し
た
こ
と

を
紹
介
。
岸
和
田
市
が
小
学

３
年
か
ら
中
学
卒
業
ま
で

に
、
泉
佐
野
市
が
小
学
４
年

か
ら
中
学
卒
業
ま
で
に
、
阪

南
市
が
小
学
卒
業
か
ら
中
学

卒
業
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
16
年

度
に
拡
充
す
る
成
果
を
得
た

こ
と
を
報
告
し
た
。

　

総
会
後
は
、
新
点
数
説
明

会
を
開
き
、
兵
頭
正
道
氏
と

小
澤
力
氏
が
講
師
を
務
め
、

75
人
が
参
加
し
た
。

ク
エ
ア
堺
（
堺
市
）
で
開
い

た
。

　

15
年
度
の
活
動
に
つ
い

て
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
の
対
象
年
齢
の
拡
充
を
求

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
は

総
会
を
３
月
26
日
、
サ
ン
ス

新
点
数
説
明
会
参
加
者

＝
３
月
26
日
、
堺
市　

施
設
基
準
で
講
習
会三

島
地
区

生
保
指
導
で
市
と
協
議

大
阪
市
北
部
地
区

反
都
構
想
で
成
果

大
阪
市
東
部
地
区

子
ど
も
医
療
費
拡
充

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

署
名
で
高
い
協
力
率

北
大
阪
地
区

所
得
制
限
の
撤
廃
―
な
ど
を

求
め
た
こ
と
を
報
告
。

　

総
会
後
は
、
東
部
地
区
と

合
同
で
新
点
数
説
明
会
を
Ｍ

＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
き
、
安
積

中
氏
と
小
山
賢
一
氏
が
講
師

を
務
め
、
１
０
０
人
が
参
加

し
た
。


